
農作業を手伝いながら、多少は形が悪くても食べる家族のことを思い
やり、自分の家で取れた農作物を工夫しながら、安全・安心を第一に考
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やり、自分の家で取れた農作物を工夫しながら、安全・安心を第一に考
え家族に提供している「農家の母ちゃん」をコンセプトに、様々な食育
活動を行っている。

平成１９年度から始めた米栽培を通した小学生との交流活動は、食品
文化コースの３年生が升形小学校の児童に、種まき、田植え、稲刈り、
脱穀・もみすりの指導を行い、収穫した米で児童がおにぎりを作り、そ
れを給食で一緒に会食するという活動で、児童は米への関心とともに、
農家に対しての感謝の気持ちも持つようになっている。

また、平成１７年度からは、生徒が地域の特産品であるそばを栽培し、
そば打ちも行う取組を始めた。現在では、食品文化コースの生徒全員が、
そばを打てる体制が整い、学校や地域のイベントで「デモ打ち」「そば
打ち指導」を行うなど、そば食文化の普及に努めている。そのほか、地
域のそば団体との連携も図りながら、そばの大会の運営補助等も行うな
ど、地域との交流も深めている。

その他、地域の特産品である「エダマメ」を活用したメンチカツ「え
だまメンチ」を商品として開発し、各種イベントで販売するなど、「地
産地消」や「６次産業化」の推進も積極的に進めている。
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活動の様子
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